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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷媒体を走行させる走行手段と、
　印刷媒体の走行方向に対して直交する方向に発熱素子がライン状に配列されたサーマル
ヘッドを備えた印刷ヘッドと、
　これから印刷する画像データ全体のガンマ変換処理を行い、全発熱素子の通電時間デー
タを生成する変換手段と、
　上記変換手段で生成した全発熱素子の通電時間データの総和に基づいた発熱温度データ
に基づいて、上記印刷する画像データを印刷した後の上記サーマルヘッドの温度を予測し
た予測温度データを生成する予測手段と、
　上記予測温度データと所定温度データとを比較する比較手段と、
　通常の印刷を行う標準印画モードと標準印画モードより低速で印画を行う低速印画モー
ドとを切り換え、上記予測温度データが上記所定温度データより大きいとき、上記標準印
画モードから上記低速印画モードに切り換え、上記走行手段による印刷媒体の走行速度を
上記標準印画モードより遅くすると共に、上記標準印画モードのときよりも上記発熱素子
の通電時間を短くするガンマ変換処理を上記変換手段で行って上記サーマルヘッドの発熱
量を低下させる制御手段とを備える印刷装置。
【請求項２】
　更に、上記サーマルヘッドの温度を測定し、現在の温度データを生成する温度測定手段
を備え、
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　上記予測手段は、上記変換手段で生成した全発熱素子の通電時間データの総和に基づい
た発熱温度データと上記温度測定手段が測定した現在のサーマルヘッドの温度データとに
基づいて、上記印刷する画像データを印刷した後の上記サーマルヘッドの温度を予測した
予測温度データ生成することを特徴とする請求項１記載の印刷装置。
【請求項３】
　印刷媒体を走行させる走行手段と、印刷媒体の走行方向に対して直交する方向に発熱素
子がライン状に配列されたサーマルヘッドを有する印刷ヘッドとを備えた印刷装置の印刷
方法において、
　これから印刷する画像データ全体のガンマ変換処理を行い、全発熱素子の通電時間デー
タを生成するステップと、
　上記生成した全発熱素子の通電時間データの総和に基づいた発熱温度データに基づいて
、上記印刷する画像データを印刷した後の上記サーマルヘッドの温度を予測した予測温度
データを生成するステップと、
　上記予測温度データと所定温度データとを比較するステップと、
　上記予測温度データが上記所定温度データより大きいとき、通常の印刷を行う標準印画
モードから標準印画モードより低速で印画を行う低速印画モードに切り換え、上記走行手
段による印刷媒体の走行速度を上記標準印画モードより遅くすると共に、上記標準印画モ
ードのときよりも上記発熱素子の通電時間を短くするガンマ変換処理を行って上記サーマ
ルヘッドの発熱量を低下させるステップとを有する印刷方法。
【請求項４】
　更に、上記サーマルヘッドの温度を測定し、現在の温度データを生成するステップを有
し、
　上記予測温度データは、上記生成した全発熱素子の通電時間データの総和に基づいた発
熱温度データと上記現在のサーマルヘッドの温度データとに基づいて生成されることを特
徴とする請求項３記載の印刷方法。
【請求項５】
　印刷媒体を走行させる走行手段と印刷媒体の走行方向に対して直交する方向に発熱素子
がライン状に配列されたサーマルヘッドを備えた印刷ヘッドを有する印刷装置に対して印
刷する画像データを出力する情報処理装置において、
　これから印刷する画像データ全体のガンマ変換処理を行い、全発熱素子の通電時間デー
タを生成する変換手段と、
　上記変換手段で生成した全発熱素子の通電時間データの総和に基づいた発熱温度データ
に基づいて、上記印刷する画像データを印刷した後の上記サーマルヘッドの温度を予測し
た予測温度データを生成する予測手段と、
　上記予測温度データと所定温度データとを比較する比較手段と、
　通常の印刷を行う標準印画モードと標準印画モードより低速で印画を行う低速印画モー
ドとを切り換え、上記予測温度データが上記所定温度データより大きいとき、上記標準印
画モードから上記低速印画モードに切り換え、上記走行手段による印刷媒体の走行速度を
上記標準印画モードより遅くすると共に、上記標準印画モードのときよりも上記発熱素子
の通電時間を短くするガンマ変換処理を上記変換手段で行って上記サーマルヘッドの発熱
量を低下させる画像データの補正データを生成する制御手段と、
　上記制御手段で補正された補正データを上記印刷装置に出力する出力手段とを備える情
報処理装置。
【請求項６】
　上記予測手段は、上記変換手段で生成した全発熱素子の通電時間データの総和と上記印
刷装置から入力された現在のサーマルヘッドの温度データとに基づいて、上記印刷する画
像データを印刷した後の上記サーマルヘッドの温度を予測し予測温度データを生成する請
求項５記載の情報処理装置。
【請求項７】
　印刷媒体を走行させる走行手段と印刷媒体の走行方向に対して直交する方向に発熱素子
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がライン状に配列されたサーマルヘッドを備えた印刷ヘッドを有する印刷装置と接続され
たコンピュータにより実行可能なコンピュータプログラムにおいて、
　これから印刷する画像データ全体のガンマ変換処理を行い、全発熱素子の通電時間デー
タを生成するステップと、
　上記生成した全発熱素子の通電時間データの総和に基づいた発熱温度データに基づいて
、上記印刷する画像データを印刷した後の上記サーマルヘッドの温度を予測した予測温度
データを生成するステップと、
　上記予測温度データと所定温度データとを比較するステップと、
　上記予測温度データが上記所定温度データより大きいとき、通常の印刷を行う標準印画
モードから標準印画モードより低速で印画を行う低速印画モードに切り換え、上記走行手
段による印刷媒体の走行速度を上記標準印画モードより遅くすると共に、上記標準印画モ
ードのときよりも上記発熱素子の通電時間を短くするガンマ変換処理を行って上記サーマ
ルヘッドの発熱量を低下させる画像データの補正データを生成するステップとを有するコ
ンピュータプログラム。
【請求項８】
　上記予測温度データは、上記生成した全発熱素子の通電時間データの総和に基づいた発
熱温度データと上記印刷装置から入力された現在のサーマルヘッドの温度データとに基づ
いて生成されることを特徴とする請求項７記載のコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷媒体を走行させる走行手段と、印刷媒体の走行方向に対して直交する方
向に発熱素子がライン状に配列されたサーマルヘッドを備えた印刷ヘッドを有する印刷装
置及び印刷方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、サーマルヘッドを備えたサーマルプリンタには、昇華方式、溶融方式、感熱方式
等がある。これらの方式に使用されるサーマルヘッドは、複数の発熱素子がライン状に配
列されており、これら複数の発熱素子に階調レベルに応じて通電量を制御し、その際に発
生する熱エネルギを利用して各種印刷媒体に印刷を行う。
【０００３】
　ここで、サーマルプリンタについて説明すると、図４に示すように、サーマルプリンタ
は、ガイドローラ１０１によりガイドされ、キャプスタン１０２とピンチローラ１０３と
で印刷媒体１０４を挟持して走行させる。また、このサーマルプリンタには、インクリボ
ンカートリッジが装着され、巻取リール１０６が回転駆動されることによって、インクリ
ボン１０５を供給リール１０７から巻取リール１０６に走行させる。インクリボン１０５
のインクを印刷媒体１０４に転写する印刷位置には、サーマルヘッド１０８とプラテンロ
ーラ１０９とが対向配置されている。インクリボン１０５のインクは、サーマルヘッド１
０８によって昇華され、印刷媒体１０４に転写される。
【０００４】
　サーマルヘッド１０８は、図５に示すように、セラミック基板１１１にグレース層１１
２を介して発熱抵抗体等でなる発熱素子１１３がライン状に設けられ、その上層に、発熱
素子１１３を保護する保護層１１４が設けられてなる。セラミック基板１１１は、放熱特
性に優れ、発熱素子１１３の蓄熱を防止する機能を有する。また、グレース層１１２は、
発熱素子１１３を印刷媒体１０４やインクリボン１０５に当接させるため、発熱素子１１
３を印刷媒体１０４やインクリボン１０５に突出させるものであり、また、発熱素子１１
３の熱がセラミック基板１１１に吸収され過ぎないようにするためのバッファ層となる。
サーマルヘッド１０８は、印刷媒体１０４との間に介在するインクリボン１０５のインク
を発熱素子１１３で昇華させて印刷媒体１０４に転写する。
【０００５】
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　ところで、これらサーマルヘッド１０８は、熱容量を持っており、発熱素子１１３で発
生する熱は、遅延して印刷媒体１０４へ伝達されるため、印刷に直接必要な熱よりも発熱
素子１１３そのものの熱の方が温度が高い状態となっている。また、連続印刷を行うこと
ができるサーマルプリンタでは、連続印刷によりサーマルヘッド１０８に蓄熱されてしま
う。印刷初期とある程度連続印刷を行った後とでは、ある程度連続印刷を行った後の方が
サーマルヘッド１０８の温度が高くなり、この結果、印刷される画像の濃度が濃くなり過
ぎてしまう。
【０００６】
　これを解決するためにサーマルヘッド１０８の蓄熱量を加味した熱補正技術を導入し、
蓄熱が多い程サーマルヘッド１０８が印刷のために新たに発熱する発熱エネルギを下げる
各種のサーマルプリンタが実現されている。しかしながら、例えばサーマルプリンタの場
合は、蓄熱が昇華温度付近になると、印刷のために発熱エネルギをサーマルヘッド１０８
に加えなくても昇華性インクが昇華して印刷媒体１０４に移行する問題が残っている。特
に、高速印刷を実現するために、高感度のインクリボン１０５や印刷媒体１０４が用いら
れると、発熱素子１１３による発熱を行うことなく、サーマルヘッド１０８の蓄熱だけで
昇華温度になってしまうおそれがある。
【０００７】
　また、図６に示すように、サーマルヘッド１０８に用いられている発熱素子１１３は、
高温化で抵抗値が変化する物性を有する。すなわち、発熱素子１１３は、発熱温度Ｔ１か
ら抵抗値が変化し始め、発熱温度Ｔ２において、破壊されてしまう。高速印刷を実現する
場合には、印刷媒体１０４の速度が速くなることから、発熱素子１１３の発熱温度を高く
する必要がある。また、連続印刷を行う場合も、長時間に亘って発熱素子１１３が駆動さ
れ続けるため、サーマルヘッド１０８が蓄熱してしまう。しかしながら、発熱素子１１３
は、温度が高くなりＴ１を超えると、抵抗値が変化してしまい、発熱素子１１３の発熱エ
ネルギが変化し、印刷において濃度ムラを引き起こしてしまう。発熱素子１１３の抵抗値
は、１％程度変化するだけで、印刷された画像に、人間によって目視可能な程度の濃度ム
ラとなって現れてしまう。
【０００８】
　以上のような問題点を解決する手段として、下記特許文献１に記載された技術がある。
この特許文献１では、サーマルヘッドの温度を検出し、サーマルヘッドのオーバーヒート
の発生が検知されたとき、サーマルヘッドへの通電を停止し、オーバーヒートが解消され
るまで通電停止状態のまま紙送りを続け、サーマルヘッドの放熱を行うことが記載されて
いる。すなわち、特許文献１では、所謂印刷媒体の空送りを行い、サーマルヘッドに蓄積
した熱を、印刷媒体及びプラテンローラを介して効率よく放出し、印刷品質低下の要因で
あるオーバーヒートを解消する。
【０００９】
　特許文献１によれば、オーバーヒートしたサーマルヘッドを効率よく冷却し、印刷再開
までの待機時間を短縮することが可能となったが、空送りした印刷媒体を通電停止時の印
刷位置まで逆送して再セットしてから印刷動作を再開する必要がある。したがって、この
特許文献１によっても、十分な印刷時間の短縮を行うことはできない。
【００１０】
　特に、夜景等濃度の濃い画像を多数枚高速印刷する場合には、サーマルヘッドの発熱量
が大きいため、頻繁にオーバーヒートによる休止や冷却を繰り返す結果となり、使用者に
とって待ち時間が増加し、利便性に欠如したものとなってしまう。
【００１１】
【特許文献１】特開平１１－５８８０８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明は、以上のような問題点に鑑みてなされたものであり、印刷途中での印刷の中断
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を無くし、全体として印刷時間の短縮を図ることができる印刷装置及び印刷方法を提供す
ることを目的とする。
【００１３】
　また、本発明は、サーマルヘッドの蓄熱により印刷画像に濃度ムラ等が発生することを
防止し、高画質印刷を行うことができる印刷装置及び印刷方法を提供することを目的とす
る。
【００１４】
　更に、本発明は、サーマルヘッドを備えた印刷装置に接続されているときに、上述のよ
うな問題が発生することを防止する情報処理装置及びコンピュータプログラムを提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明に係る印刷装置は、印刷媒体を走行させる走行手段と、印刷媒体の走行方向に対
して直交する方向に発熱素子がライン状に配列されたサーマルヘッドを備えた印刷ヘッド
と、これから印刷する画像データ全体のガンマ変換処理を行い、全発熱素子の通電時間デ
ータを生成する変換手段と、上記変換手段で生成した全発熱素子の通電時間データの総和
に基づいた発熱温度データに基づいて、上記印刷する画像データを印刷した後の上記サー
マルヘッドの温度を予測した予測温度データを生成する予測手段と、上記予測温度データ
と所定温度データとを比較する比較手段と、通常の印刷を行う標準印画モードと標準印画
モードより低速で印画を行う低速印画モードとを切り換え、上記予測温度データが上記所
定温度データより大きいとき、上記標準印画モードから上記低速印画モードに切り換え、
上記走行手段による印刷媒体の走行速度を上記標準印画モードより遅くすると共に、上記
標準印画モードのときよりも上記発熱素子の通電時間を短くするガンマ変換処理を上記変
換手段で行って上記サーマルヘッドの発熱量を低下させる制御手段とを備える。
【００１６】
　また、本発明に係る印刷方法は、印刷媒体を走行させる走行手段と、印刷媒体の走行方
向に対して直交する方向に発熱素子がライン状に配列されたサーマルヘッドを有する印刷
ヘッドとを備えた印刷装置の印刷方法において、これから印刷する画像データ全体のガン
マ変換処理を行い、全発熱素子の通電時間データを生成するステップと、上記生成した全
発熱素子の通電時間データの総和に基づいた発熱温度データに基づいて、上記印刷する画
像データを印刷した後の上記サーマルヘッドの温度を予測した予測温度データを生成する
ステップと、上記予測温度データと所定温度データとを比較するステップと、上記予測温
度データが上記所定温度データより大きいとき、通常の印刷を行う標準印画モードから標
準印画モードより低速で印画を行う低速印画モードに切り換え、上記走行手段による印刷
媒体の走行速度を上記標準印画モードより遅くすると共に、上記標準印画モードのときよ
りも上記発熱素子の通電時間を短くするガンマ変換処理を行って上記サーマルヘッドの発
熱量を低下させるステップとを有する。
【００１７】
　更に、本発明に係る情報処理装置は、印刷媒体を走行させる走行手段と印刷媒体の走行
方向に対して直交する方向に発熱素子がライン状に配列されたサーマルヘッドを備えた印
刷ヘッドを有する印刷装置に対して印刷する画像データを出力する情報処理装置において
、これから印刷する画像データ全体のガンマ変換処理を行い、全発熱素子の通電時間デー
タを生成する変換手段と、上記変換手段で生成した全発熱素子の通電時間データの総和に
基づいた発熱温度データに基づいて、上記印刷する画像データを印刷した後の上記サーマ
ルヘッドの温度を予測した予測温度データを生成する予測手段と、上記予測温度データと
所定温度データとを比較する比較手段と、通常の印刷を行う標準印画モードと標準印画モ
ードより低速で印画を行う低速印画モードとを切り換え、上記予測温度データが上記所定
温度データより大きいとき、上記標準印画モードから上記低速印画モードに切り換え、上
記走行手段による印刷媒体の走行速度を上記標準印画モードより遅くすると共に、上記標
準印画モードのときよりも上記発熱素子の通電時間を短くするガンマ変換処理を上記変換
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手段で行って上記サーマルヘッドの発熱量を低下させる画像データの補正データを生成す
る制御手段と、上記制御手段で補正された補正データを上記印刷装置に出力する出力手段
とを備える。
【００１８】
　更に、本発明に係るコンピュータプログラムは、印刷媒体を走行させる走行手段と印刷
媒体の走行方向に対して直交する方向に発熱素子がライン状に配列されたサーマルヘッド
を備えた印刷ヘッドを有する印刷装置と接続されたコンピュータにより実行可能なコンピ
ュータプログラムにおいて、これから印刷する画像データ全体のガンマ変換処理を行い、
全発熱素子の通電時間データを生成するステップと、上記生成した全発熱素子の通電時間
データの総和に基づいた発熱温度データに基づいて、上記印刷する画像データを印刷した
後の上記サーマルヘッドの温度を予測した予測温度データを生成するステップと、上記予
測温度データと所定温度データとを比較するステップと、上記予測温度データが上記所定
温度データより大きいとき、通常の印刷を行う標準印画モードから標準印画モードより低
速で印画を行う低速印画モードに切り換え、上記走行手段による印刷媒体の走行速度を上
記標準印画モードより遅くすると共に、上記標準印画モードのときよりも上記発熱素子の
通電時間を短くするガンマ変換処理を行って上記サーマルヘッドの発熱量を低下させる画
像データの補正データを生成するステップとを有する。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、これから印刷する画像データ全体のガンマ変換処理を行い、全発熱素
子の通電時間データを生成し、生成した全発熱素子の通電時間データの総和に基づいた発
熱温度データに基づいて、印刷する画像データを印刷した後のサーマルヘッドの温度を予
測した予測温度データを生成し、この予測温度データと所定温度データとを比較し、予測
温度データが所定温度データより大きいとき、標準印画モードから低速印画モードに切り
換え、印刷媒体の走行速度を遅くすると共に、発熱素子の通電時間を短くするガンマ変換
処理を行ってサーマルヘッドの発熱量を低下させるようにしたので、従来のように、オー
バーヒートによる印刷の中断が無くなり、全体として印刷時間の短縮を図ることができる
。また、印刷される画像に濃度ムラが無くなり、印刷画質の向上を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明を適用したプリンタ装置を図面を参照して説明する。ここでは画像データ
全体を対象に全発熱素子の通電時間データを生成する方式を説明する。一部画像データを
使う方式では、図２のフローチャート上で標準印画モードのγ作成を全画素に渡り行う必
要性が出てくる以外は、同じ様な流れである。
【００２１】
　本発明を適用したプリンタ装置１は、サーマルプリンタであり、上記図４及び図５に示
した構成を有する。すなわち、このプリンタ装置１は、ガイドローラ１０１によりガイド
され、キャプスタン１０２とピンチローラ１０３とで印刷媒体１０４を挟持して走行させ
る。また、このプリンタ装置１には、インクリボンカートリッジが装着され、巻取リール
１０６が回転駆動されることによって、インクリボン１０５を供給リール１０７から巻取
リール１０６に走行させる。インクリボン１０５のインクを印刷媒体１０４に転写する印
刷位置には、サーマルヘッド１０８とプラテンローラ１０９とが対向配置されている。イ
ンクリボン１０５のインクは、サーマルヘッド１０８によって昇華され、印刷媒体１０４
に転写される。インクリボン１０５は、イエローインク、マゼンタインク、シアンインク
、保護フィルムを１画像分として、フィルムに直列に設けられており、順次、サーマルヘ
ッド１０８により昇華され印刷媒体１０４に転写される。
【００２２】
　サーマルヘッド１０８は、図５に示すように、セラミック基板１１１にグレース層１１
２を介して発熱抵抗体等でなる発熱素子１１３がライン状に設けられ、その上層に、発熱
素子１１３を保護する保護層１１４が設けられてなる。セラミック基板１１１は、放熱性
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に優れ、発熱素子１１３の蓄熱を防止する機能を有する。また、グレース層１１２は、発
熱素子１１３を印刷媒体１０４やインクリボン１０５に当接させるため、発熱素子１１３
を印刷媒体１０４やインクリボン１０５に突出させるものであり、また、発熱素子１１３
の熱がセラミック基板１１１に吸収され過ぎないようにするためのバッファ層となる。
【００２３】
　サーマルヘッド１０８は、１ラインずつ印刷媒体１０４との間に介在するインクリボン
１０５のインクを発熱素子１１３で加熱し昇華させて印刷媒体１０４に転写する。このサ
ーマルヘッド１０８は、印刷媒体１０４に周囲に余白を設けた余白あり印刷を行う他、周
囲の余白を無くした余白無し印刷を行うことができる。余白無し印刷を行うとき、サーマ
ルヘッド１０８は、機械的な精度誤差を吸収するため印刷媒体１０４の幅よりやや広い範
囲で駆動される。また、このプリンタ装置１は、Ｌ判（89mm×127mm）やＫＧ判（106mm×
156mm）といった様々なサイズの印刷媒体１０４に画像データを印刷することができる。
更に、このプリンタ装置１は、連続して画像データを印刷媒体１０４に印刷する連続印刷
を行うことができる。
【００２４】
　以上のように構成されたプリンタ装置１の回路構成について説明すると、図１に示すよ
うに、プリンタ装置１は、画像データが入力されるインタフェース（以下、単にＩ／Ｆと
いう。）１１と、Ｉ／Ｆ１１より入力された画像データを蓄積する画像メモリ１２と、制
御プログラム等が格納される制御メモリ１３と、全体の動作を制御する制御部１４とが、
バス１５を介して接続されている。また、このバス１５には、印刷媒体１０４を給紙部か
ら排紙部まで走行させる走行部１６やサーマルヘッド１０８が接続されている。
【００２５】
　Ｉ／Ｆ１１は、印刷する画像を表示するＬＣＤ（Liquid Crystal Display）やＣＲＴ（
Cathode Ray Tube）等の表示装置、記録媒体が装着される記録及び／又は再生装置等の電
気機器が接続される。例えば、表示装置に動画が表示されているとき、ユーザが選択した
静止画像データが入力される。また、Ｉ／Ｆ１１は、記録及び／又は再生装置が接続され
ているとき、光ディスク、ＩＣカード等の記録媒体に記録されている静止画像データが入
力される。なお、このＩ／Ｆ１１には、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）、ＩＥＥＥ（th
e Institute of Electrical and Electronic Engineers）１３９４、ブルートゥース（Bl
uetooth）等の規格に基づいて有線又は無線で電気機器が接続される。
【００２６】
　画像メモリ１２には、少なくとも画像データを１枚分記憶することができる容量を有し
、Ｉ／Ｆ１１より入力された印刷する画像データが入力され、一時的に保存される。制御
メモリ１３は、プリンタ装置１の全体の動作を制御する制御プログラム等が格納されてい
る。制御部１４は、制御メモリ１３に格納された制御プログラムに基づいて全体の動作を
制御する。制御部１４は、ユーザにより、Ｌ判、ＫＧ判の何れのサイズの印刷媒体１０４
が選択されたかを判断し、選択された印刷媒体１０４を走行部１６で走行させるようにす
る。また、制御部１４は、ユーザにより余白無し印刷が選択されたとき、サーマルヘッド
１０８を、ユーザが選択した印刷媒体１０４の幅より広い範囲で駆動させる。更に、制御
部１４は、例えば、画像メモリ１２に格納された画像データを構成する画素データに基づ
いて発熱素子１１３の通電時間データを生成し、この通電時間データに基づいて、画像メ
モリ１２に格納された画像データを印刷した場合の発熱素子１１３の予測温度データを生
成し、この予測温度データに基づいて、発熱素子１１３の発熱エネルギや印刷媒体１０４
の走行速度を制御する。
【００２７】
　走行部１６は、例えば、上述した印刷媒体１０４を走行するためのキャプスタン１０２
を駆動するためのモータやモータの駆動力をキャプスタン１０２に伝達する伝達機構を有
する。また、走行部１６は、印刷媒体１０４の走行をガイドする上述したガイドローラ１
０１等を有する。モータは、制御部１４に制御され、印刷媒体１０４の走行速度等を可変
する。
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【００２８】
　また、本発明を適用したプリンタ装置１に用いられるサーマルヘッド１０８では、従来
のサーマルヘッド１０８に比べ、更に発熱素子１１３の温度又は発熱素子１１３の周辺部
の温度を測定する温度検出部１０８ａが設けられている。この温度検出部１０８ａは、発
熱素子１１３の温度又は発熱素子１１３の周辺部の温度、すなわちサーマルヘッドの温度
を測定し、現在の温度データを制御部１４に出力する。
【００２９】
　以上のようなプリンタ装置１は、通常の印刷を行う標準印画モードとサーマルヘッド１
０８の温度が蓄熱により高くなったとき例外的に設定される低速印画モードとを有する。
標準印画モードは、従来のプリンタより高速で印刷を行うモードであり、発熱素子１１３
の単位面積当たりの瞬時発熱量を従来より高め、印刷媒体１０４の走行速度も従来より速
く設定されている。一方、低速印画モードは、標準印画モードに比べ、発熱素子１１３の
単位面積当たりの瞬時発熱量を低くし、また、印刷媒体１０４の走行速度も標準印画モー
ドより遅くし、サーマルヘッド１０８の蓄熱を、印刷媒体１０４やプラテンローラ１０９
にも多く放熱できるようにし、サーマルヘッド１０８の温度を下げるモードである。制御
部１４は、画像メモリ１２に格納された画像データを印刷した際のサーマルヘッド１０８
の温度を予測し、温度が高くなり過ぎる場合に、低速印画モードを選択するようにする。
【００３０】
　具体的に、制御部１４は、図２に示す手順に従って標準印画モードと低速印画モードと
の切り換えを行う。すなわち、ステップＳ１において、制御部１４は、Ｉ／Ｆ１１より印
刷する画像データが入力されると、画像メモリ１２に入力された画像データを保存する。
ステップＳ２において、制御部１４は、画像メモリ１２に格納された画像データの色変換
処理を行う。すなわち、画像メモリ１２に格納された画像データは、色変換処理のため展
開され、光の３原色Ｒ（レッド），Ｇ（グリーン），Ｂ（ブルー）より構成されるデータ
から印刷色であるＣ（シアン），Ｍ（マゼンタ），Ｙ（イエロー）により構成される階調
画像データへと変換される。
【００３１】
　ステップＳ３において、制御部１４は、制御部１４は、標準印画モードに合わせた画素
データのガンマ変換を行い、印刷するのに必要な発熱素子１１３への通電時間データ、す
なわち印刷媒体１０４への印加エネルギに変換する。ステップＳ４において、制御部１４
は、画像メモリ１２に格納された画像データの全画素のガンマ変換を行ったかを判断し、
全画素のガンマ処理を終了したとき、ステップＳ５に進み、終了していないとき、ステッ
プＳ４の判断を繰り返す。
【００３２】
　ステップＳ５において、制御部１４は、印加エネルギの総和、すなわち発熱素子１１３
の通電時間の総和Σを算出する。
【００３３】
　ステップＳ６において、制御部１４は、温度検出部１０８ａが測定した発熱素子１１３
の温度又は発熱素子１１３の周辺部、すなわちサーマルヘッドの温度データＴｎｏｗを取
得する。例えば、温度検出部１０８ａが生成する温度データＴｎｏｗは、連続印刷が行わ
れているときには直前まで発熱素子１１３が駆動していることから、休止状態と比べて高
温となり、また、連続印刷を何枚も行うときには枚数が多くなる程高温を示すことになる
。
【００３４】
　ステップＳ７において、制御部１４は、ステップＳ５で算出した通電時間の総和データ
Σに基づいて、画像メモリ１２に格納された画像データを印刷したときの発熱温度データ
Ｔｐｒｅを算出する。具体的に、ここで算出する発熱温度データＴｐｒｅは、これから印
刷する画像メモリ１２に格納された画像データを実際に印刷したとき発熱素子１１３の温
度又は発熱素子１１３の周辺部の温度上昇分である。この発熱温度データＴｐｒｅは、夜
景等の濃度の濃い画像を印刷するときには、濃度の薄い画像を印刷するときより値が大き
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くなる。そして、制御部１４は、現在の温度データＴｎｏｗと算出した発熱温度データＴ

ｐｒｅとに基づいて、画像メモリ１２に格納された画像データを印刷したときの発熱素子
１１３の温度又は発熱素子１１３の周辺部の予測温度データＴを算出する。この予測温度
データＴは、現在の温度データＴｎｏｗに発熱温度データＴｐｒｅを加算した温度である
。なお、制御部１４は、予測温度データＴを算出するに当たって、印刷媒体１０４、イン
クリボン１０５、プラテンローラ１０９等への放熱分を考慮して算出するようにしても良
い。
【００３５】
　ステップＳ８において、制御部１４は、予測温度データＴが設定値である所定温度デー
タＴｌｉｍｉｔより大きいかどうかを判断する。ここで、所定温度データＴｌｉｍｉｔは
、発熱素子１１３の温度制御が不能となりオーバーヒートとなる温度又はその温度よりや
や低めの温度である。また、所定温度データＴｌｉｍｉｔは、印刷媒体１０４に所定濃度
で印刷を行う際に、サーマルヘッド１０８の蓄熱によって、発熱素子１１３の温度が高く
なり、印画結果が濃くなり過ぎてしまう温度又はその温度よりやや低めの温度である。制
御部１４は、予測温度データＴが所定温度データＴｌｉｍｉｔより大きくないとき、ステ
ップＳ９に進み、標準印画モードを維持する。また、制御部１４は、予測温度データＴが
所定温度データＴｌｉｍｉｔより大きいとき、ステップＳ１１に進み、低速印画モードと
なる。
【００３６】
　標準印画モードでは、制御部１４は、ステップＳ１０において、標準印画モード用の蓄
熱補正処理を行う。なお、ここでのガンマ変換は、標準印画モードのγ処理を全画素に渡
り行う。また、低速印画モードでは、制御部１４は、ステップＳ１２において、低速印画
モードに応じたガンマ変換処理を行う。具体的に、制御部１４は、発熱素子１１３の通電
時間を短くするガンマ変換処理を行う。ステップＳ３で行ったガンマ変換処理は、標準印
画モードに合わせたものだからである。そして、制御部１４は、ステップＳ１３において
、低速印画用モードに合わせた蓄熱補正処理を行う。
【００３７】
　制御部１４は、ステップＳ１４において、画像メモリ１２に格納されているステップＳ
３又はステップＳ１１でガンマ変換処理された画像データを、ＰＷＭ変調（Pulse Width 
Modulation）をする。制御部１４は、ステップＳ１５において、印刷する画像データに応
じて、サーマルヘッド１０８を駆動し、印刷媒体１０４に画像を印刷する。具体的に、制
御部１４は、ステップＳ１１で標準印刷モードに設定されているとき、走行部１６を、印
刷媒体１０４が高速で走行するようにモータ等を制御すると共に、発熱素子１１３の単位
面積当たりの瞬時発熱量を高めた状態で、高速印刷を行う。また、制御部１４は、ステッ
プＳ１１で低速印刷モードに設定されているとき、走行部１６を、印刷媒体１０４が低速
で走行するようにモータ等を制御する。低速で印刷するときには、発熱素子１１３の印刷
媒体１０４への印加エネルギを下げることができ、サーマルヘッド１０８の発熱を抑える
ことができる。そして、発熱素子１１３の蓄熱は、セラミック基板１１１より放熱される
他、インクリボン１０５、印刷媒体１０４、プラテンローラ１０９等を介して放熱される
。低速印画用モードでは、印刷媒体１０４の速度が遅くされることで、発熱素子１１３の
発熱量を下げることができ、サーマルヘッド１０８の蓄熱温度を低下させることができる
。
【００３８】
　以上のようなプリンタ装置１は、入力された画像データより、サーマルヘッド１０８に
印加される通電時間データに基づいて発熱量を事前に算出し、この算出結果に基づいて印
刷媒体１０４の走行速度と発熱素子１１３の発熱量とを制御し、印刷速度を遅くすること
で、サーマルヘッド１０８の放熱を促し、印刷途中に印刷が休止することを防止すること
ができる。したがって、このプリンタ装置１では、従来のように、印刷を休止してサーマ
ルヘッド１０８の放熱を行う場合に比べて、全体の印刷時間の短縮を図ることができる。
また、プリンタ装置１では、発熱素子１１３の発熱量の大きい夜景のような濃度が濃い画
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像の高速印刷又は連続印刷したときにも、サーマルヘッド１０８の温度が高くなり過ぎる
ことを防止することができることから、高感度のインクリボン１０５や印刷媒体１０４を
使用することができ、更に、印刷される画像に濃度ムラやスジが発生することを防止する
ことができる。
【００３９】
　以上のプリンタ装置１では、温度検出部１０８ａで現在の発熱素子１１３の温度又は発
熱素子１１３の周辺部の温度を実測するようにしたが、画像メモリ１２に格納された画像
データを印刷する前の発熱素子１１３の温度又は発熱素子１１３の周辺部の温度は、直前
の印刷時刻から現在までの経過時間、実験等に基づいて算出したこの経過時間における放
熱量等を考慮して算出するようにしても良い。
【００４０】
　また、以上の例では、標準印画モードと低速印画モードで切り換える場合を説明したが
、予測温度データＴの値に基づいて、印刷速度を更に細かく切り換えるようにしても良い
。この場合、予測温度データＴが所定温度データＴｌｉｍｉｔに近い程、印刷媒体１０４
の走行速度を遅くすると共に発熱素子１１３の発熱量を小さくする制御を行うことになる
。
【００４２】
　また、本発明は、図３に示すように、パーソナルコンピュータ等の情報処理装置２０に
インストールされるソフトウェアで構成されたプリンタドライバ２１で構成しても良い。
この場合、プリンタドライバ２１では、上記ステップＳ６を除くステップＳ１乃至ステッ
プＳ１３までの処理を行う。ここで用いられるプリンタ装置２２は、上述のようにサーマ
ルヘッド１０８を備え、更に、発熱素子１１３の温度又は発熱素子１１３の周辺部の温度
データＴｎｏｗを測定する温度検出部１０８ａを備えた装置である。プリンタドライバ２
１は、温度検出部１０８ａがプリンタ装置１側に設けられているので、現在の温度データ
Ｔｎｏｗを、Ｉ／Ｆ２０ａ，２２ａを介してプリンタ装置２２から取得し、ステップＳ７
の処理、すなわち予測温度データＴを算出する。そして、プリンタドライバ２１は、ステ
ップＳ１０又はステップＳ１３で蓄熱補正された処理データを、情報処理装置２０のＩ／
Ｆ２０ａを介してプリンタ装置２２のＩ／Ｆ２２ａに出力する。このプリンタ装置２２は
、上述のようにサーマルヘッド１０８を備えた装置であり、情報処理装置２０から入力さ
れたデータに対して上記ステップＳ１４及びステップＳ１５の処理を行う。このプリンタ
ドライバ２１は、光ディスク等の記録媒体やネットワークを介して情報処理装置２０のハ
ードディスク等にインストールすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明を適用したプリンタ装置のブロック図である。
【図２】上記プリンタ装置の動作を説明するフローチャートである。
【図３】本発明をソフトウェアで構成したときのハードウェアの構成を示す図である。
【図４】サーマルプリンタの構成を示す図である。
【図５】サーマルヘッドの正面図である。
【図６】サーマルヘッドに用いられる発熱抵抗体の熱と抵抗値変化率との関係を示す図で
ある。
【符号の説明】
【００４５】
１　プリンタ装置、１１　Ｉ／Ｆ、１２　画像メモリ、１３　制御メモリ、１４　制御部
、ｑ５　バス、１６　走行部、１０１　ガイドローラ、１０２　キャプスタン、１０３　
ピンチローラ、１０４　印刷媒体、１０５　インクリボン、１０６　巻取リール、１０７
　供給リール、１０８　サーマルヘッド、１０８ａ　温度検出部、１０９　プラテンロー
ラ、１１１　セラミック基板、１１２　グレース層、１１３　発熱素子
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